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○ 西小学校 自転車安全走行教室（4 年生対象） 

協力｠愛知県警第１機動隊「B-Force」、江南警察署、大口町 地域協働課・町民安全課、北地域自治組織 

＊ヘルメットを正しく被っていないと、 
頭を守ることができません。 
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 11 月 8 日（火）に西小学校 4 年生 74 名（3 クラス）を対象に、愛知県警第１機動隊「B-Force」

から、自転車の正しい乗り方と交通ルールについて学びました。 

「B-Force」の方と交通ルールを確認しながら、コースを走行しました。 

注意すること 

１）へルメットはしっかりオデコまで被り、 

後ろのダイヤルを調整し頭に合わせ、 

あごひもは指２本の余裕を持たせる。 

２）左側から乗り、左側に降りる。 

３）右・左・右後ろを、必ず確認する。 

4）「止まれ」の標識にある、白線を踏まない 

よう手前で止まる。 

５）踏切は、自転車を降り引いて渡る。 

足で止まる 

後ブレーキのみ 

前ブレーキのみ 

前後のブレーキ 

自転車に上手に乗るということは、スピードを出して 

乗ることではありません。 

上手にブレーキを使って乗ることです。 

「止まれ」の標識にある白線の手前で必ず止まる。 

走行中に減速をうまくする。うまく止まることができない

と、怪我や事故の原因になります。 

もし、大きな怪我をすれば自分の夢を諦めることになり

ます。自分の夢をかなえるために、交通ルールを守ってく

ださい。    （大口中学校卒業生 B-Force 隊員の話から） 

ブレーキを 
掛けた位置 

＊ブレーキの利き方の実験 
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10 月 26 日（水）さつきケ丘防災センターにおいて、以下について学びました。 

①『認知症の人やその家族が安心して暮らせるまちづくり』 

②『瞬間ボランティアの取り組み』  

○ 認知症勉強会を開催しました 

《連絡先》 江南警察署 0587-56-0110   

 

自動車の窃盗   つれさり   空き巣狙い   

＊同じことを繰り返し聞かれたら？             

周囲の人にとっては同じ内容でも、  

認知症の人にとっては初めての           

ことだと受け止めてください。            

《 連絡先 》                                                   

平日（ 8:30 ～ 17:15 ）  町民安全課   0587 - 95 - 1966 

健康生きがい課 0587 – 94 - 0051 

夜間・土日祝日       大口町役場（代表） 0587 – 95 – 1111  

②瞬間ボランティアの取り組み 
 

江南警察署では、みなさんが安心して安全に暮らせるように地域を見守る「目」を増やす    

ため、「誰に言われるでもなく、必要と思ったときに、必要な人に、必要なことを実践できる   

瞬間ボランティア」を増やしていく取り組みをおこなっています。                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 江南警察署は大口町で交通安全の立番を行っています。 

その時すれ違う方々が「ご苦労様です。」「お疲れ様です。」と気持ち良く声を掛けてくれます。                                              

大口町で犯罪が少ないのは、この声掛けがあるからです。 

声掛けは“目”です。犯罪者はこの“目”がある町が嫌いです。                                                                     

みんなが安心して安全に暮らせるように地域を見守る“目”を増やすことが、 

空き巣被害抑止や、つれさり防止、高齢者の見守りに繋がります。 

これからも散歩や買い物のときに、声掛けや挨拶を是非続けてください。                                                                          

気になることがあれば、江南警察署に電話をください。 

電話は私たち、警察官が出ますので安心してください。  （ 江南警察署 講師による話の一部抜粋 ）                      

急がせない 

自尊心を 

傷つけない 

否定しない 

言葉にできない本人の気持ちを理解して 

周りの人がその気持ちを受け止めて、           

さりげなく自然に接することが大切です。     

内心は、不安・心配  

困っている   

“３つのない”プラス１  

１ 

驚かせない 

２ 

３ 

４ 

参加者｠３２人  

協  力｠地域包括支援センター・健康生きがい課・江南警察署 

もし町で気になる人を見かけたら、次のように声掛けをお願いします  

瞬間ボランティアで、 

私たちの町を犯罪者から 

守りましょう ！！ 

①認知症の人やその家族が安心して暮らせるまちづくり 

 


